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• 
安
全
性

日
綜
産
業
大
空
間
屋
根
改
修
に
も
強
み

り
線
)
他
2
橋
床
版
取
替
工

事
」
(
庄
原
市
東
城
町
地
内
、

施
工
H
一
一
一
井
住
友
建
設
)
に

お
い
て
広
島
県
内
初
採
用
さ

れ
た
。
用
り
チ
ェ
ー
ン
間
隔

が
最
大
5
X
5
Mと
非
常
に

広
く
作
業
性
・
安
全
性
に
優

れ
る
こ
と
が
最
大
の
特
長

で
、
リ
リ
ー
ス
か
ら
約
3
年

で
納
入
実
績
が
2
0
0件
を

超
え
る
な
ど
、
好
調
な
出
足

を
見
せ
て
い
る
。

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
は
、

ア
メ
リ
カ
製
の
製
品
を
ベ
ー

ス
に
、
「
3
Sシ
ス
テ
ム
」

の
手
す
り
や
支
柱
、
床
材
の

青津橋補修のもょう

た
わ
み
を
防
ぐ
孫
梁
、
ア
ル

ミ
製
床
板
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
L

型
幅
木
な
ど
日
綜
産
業
独
自

の
技
術
を
加
え
、
よ
り
安
全

・
安
心
な
日
本
仕
様
と
し
て

改
良
し
た
も
の
。

一
般
的
な
吊
り
足
場
よ
り

も
は
る
か
に
広
い
チ
ェ
ー
ン

間
隔

(
2
・5
M
1
5
M
)

で
あ
り
な
が
ら
最
大
積
載
荷

重
3
5
0キ
ロ
グ
ラ
ム
/
平

方
M
を
実
現
。
高
糟
度
の
床

板
に
よ
っ
て
足
元
の
段
差
や

関
口
部
も
な
く
、
用
点
か
ら

の
跳
ね
だ
レ
最
大
5
Mの
先

行
床
施
工
に
よ
っ
て
高
所
作

業
で
も
安
全
に
施
工
が
可
能

だ。
ま
た
、
基
本
構
成
部
材
は

全
て
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
工
具
不
要
で
簡
単

か
つ
迅
速
に
組
み
立
て
が
で

き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
、

国
交
省
の
N
E
T
-
S
(
T

E
1
5
0
0
0
7
1
A
)
 

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

キ
」
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

3
橋
の
床
版
取
替
工
を
行
う

同
工
事
の
う
ち
、
青
津
橋
(
L

1
1
3
・
1
M
)
の
補
修
工

事
。
現
場
代
理
人
を
務
め
る

三
井
住
友
建
設
の
沼
竜
哉
氏

に
よ
れ
ば
、
「
青
津
橋
は
3

橋
の
中
で
最
も
地
上
高
が
高

く
、
橋
梁
下
に
は
民
家
や
県

道
な
ど
が
あ
る
た
め
、
水
や

破
片
の
飛
散
を
防
止
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
安
全
性
を
第

一
に
考
え
て
選
択
し
た
」
と

し
、
作
業
員
な
ど
か
ら
の
評

判
も
良
好
と
い
う
。

落
下
物
の
危
険
が
な
く
デ

ッ
キ
下
の
施
設
を
通
常
稼
動

さ
せ
な
が
ら
の
改
修
工
事
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
体

育
館
、
工
場
な
ど
大
空
間
を

有
す
る
建
物
の
屋
根
改
修
工

事
な
ど
に
も
向
く
。
中
国
地

方
の
実
績
で
は
、
山
口
県
内

で
昨
年
1
年
間
に
約
別
件
活

用
さ
れ
た
ほ
か
、
岡
山
県
の

イ
オ
ン
モ
l
ル
岡
山
(
凶
年

開
業
)
に
も
採
用
。
広
島
県

内
の
実
績
2
号
と
し
て
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中
の
屋

根
改
修
工
事
へ
の
納
入
も
決

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

日
綜
産
業
広
島
支
屈
の
梶

原
泰
彦
支
居
畏
は
、
「
橋
梁

補
修
等
は
今
後
も
増
え
る

し
、
民
間
建
築
施
設
に
と
っ

て
通
常
稼
動
し
な
が
ら
施
工

で
さ
る
こ
と
は
大
き
な
強

み
。
幅
広
く
売
り
込
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
等
は
同
社
広

島
支
居
(
広
島
市
中
区
大
手

町
3
8
1
4、
批
0
8
2

1
5
4
2
1
0
8
1
1
)
ま

で

。

一
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広
島
県
北
の
庄
原
市
東
城
町
で
西

日
套
向
速
道
路
中
国
支
社
が
進
め
る

「
中
国
自
動
車
道
青
津
橋
補
修
工
事

(
施
工
H
三
井
住
友
建
設
・
馬
場
則
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幸
統
括
所
長
、
沼
竜
哉
所
長
)
」
に
、

日
綜
産
業
の
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
採
用
さ
れ
、

安
全
性
向
上
な
ど
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
H
写
真
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
納
入
・
稼
働

現
場
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
l
ル

や
航
空
機
組
立
工
場
の
天
井
工
事
、

精
密
機
械
工
場
の
天
井
改
修
、
新
幹

線
高
架
改
修
な
ど
2
0
0件
以
上
。

中
園
地
方
で
は
岡
山
駅
前
に
完
成
し

た
イ
オ
ン
モ
l
ル
岡
山
や
中
国
四
国

防
衛
局
の
岩
国
飛
行
場
格
納
庫
新
設

な
ど
で
実
績
が
あ
る
。
広
島
県
内
の

現
場
で
は
初
め
て
採
用
さ
れ
た
。

今
回
の
現
場
で
は
、
中
国
自
動
車

道
-
A

特
定
更
新
等
)
大
峰
橋
(
下
り

中国道青津橋補修で広島県内初採用

線
)
他
2
橋
床
版
取
替
工
事
の
う
ち
、

ロ
ン
グ
ス
パ
ン
の
青
津
橋
(
鋼
2
径

聞
連
続
非
合
成
鋼
鍍
桁
橋
、
長
さ
1

1
3
・
1
M
)
で
採
用
さ
れ
た
。
地

上
か
ら
の
高
さ
は
約
必

M
。
撤
去
床

版
面
積
は
1
1
2
4
平
方
M
、
ク
イ

ッ
ク
デ
ッ
キ
使
用
床
面
積
は
1
0
0

0
平
方
M
と
な
っ
て
い
る
。

日
綜
産
業
の
梶
原
泰
彦
広
島
支
庖

長
は
「
在
来
の
吊
り
足
場
に
比
べ
、

長
大
な
チ
ェ
ー
ン
ピ
ッ
チ
に
加
え
、

床
面
の
隙
聞
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

い
こ
と
で
安
全
性
の
高
い
作
業
空
間

が
提
供
で
き
る
」
と
製
品
の
メ
リ
ッ

ト
を
解
説
し
た
。

現
場
の
馬
場
統
括
所
長
は
「
橋
梁

の
真
下
に
は
一
般
道
(
県
道
)
が
通

っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
家
屋
や
田

畑
が
あ
り
、
落
下
物
対
策
は
も
と
よ

り
、
墜
落
対
策
な
ど
の
安
全
性
で
メ

リ
ッ
ト
が
高
い
と
判
断
し
た
」
と
ク

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
採
用
し
た
経
緯
を

説
明
。
沼
所
長
は
「
床
の
仕
上
が
り

が
フ
ラ
ッ
ト
で
隙
闘
が
な
い
。
荷
重

的
に
も
在
来
工
法
に
比
べ
て
強
い
」

と
高
く
評
価
し
た
。

・
同
工
事
は
、
青
津
楕
の
ほ
か
、
矢

居
谷
橋
(
鋼
3
径
間
連
続
非
合
成
鋼

銀
桁
橋
、
長
さ
1
0
8
M
)
、
大
峰

橋
(
鋼
4
径
間
連
続
非
合
成
鋼
銀
桁

橋
、
長
さ
1
8
2
M
)
の
3
楕
で
、

下
り
車
線
を
占
用
し
て
床
版
の
取
替

工
事
を
実
施
す
る
。
工
期
は
2
0
1

8
年
3
月
四
日
ま
で
。



建鉄工業新聞
曾

予!

日
綜
産
業
の
新
型
シ
ス
テ
ム
効
率
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
見
学
会
に
は
、

つ
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
る
。
同
社
で
は
こ
れ
を
機
に
、
西
日
本
高
速
道
路
の
関
係
者
も

が、

西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

5
月
白
日
、
探
用
現
場
の
見
学
参
加
。
三
井
住
友
建
設
広
島
支

社
発
注
め
山
中

国

自

動

車

道

会

を

開

い

た

。

庖

の

馬

場

則

幸

大

峰

作

業

所

統

ハ
特
定
更
新
等
)
大
峰
橋
(
下
中
国
自
動
車
道
大
峰
橋
(
下
括
所
長
、
沼
竜
哉
大
峰
作
業
所

円
想
像

議

床
版
取
替
工
事
」

り
線
)
他
2
橋
床
版
取
替
工
事
長
が
工
事
概
要
や
作
業
状
況
な

(
施
工
・
三
井
住
友
建
設
)
で
で
は
、
矢
居
谷
橋
(
下
り
線
)
、
ど
、
日
綜
産
業
広
島
支
居
の
梶

採
用
さ
れ
、
発
注
者
や
施
工
者

か
ら
そ
の
施
工
性
、
安
全
性
、

E
"シ
ス
テ
ム
つ
り一
号
場

2
4
v
tz
r
v
-き

一昨
中
国
道
橋
梁
補
修
に
採
用

回
同

広
島
県
内
初
安
全
・
施
工
性
で
高
い
評
価

作
業
状
況
を
見
学
す
る
参
加
者

大
峰
橋
(
下
り
線
)
、
青
津
橋
原
泰
彦
支
庖
長
が
ク
イ
ッ
ク
デ

(
下
り
線
)
の
三
つ
の
橋
梁
の
ッ
キ
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
説

床
版
取
り
換
え
工
事
を
行
っ
て
閉
し
た
。

い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
橋
梁
下
国
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報

に
民
家
や
道
路
、
田
畑
が
あ
る
シ
ス
テ
ム

(
N
E
T
-
S
)
に

青
津
橋
(
鋼
2
径
間
連
続
非
合
登
録
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
つ

成
鋼
板
桁
橋
、
橋
長
1
3
1
・
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

l
M、
支
間
長
田
肘
十
日

M
、
は
、
機
能
性
や
施
工
性
、
安
全

橋
脚
高

ω・
5
M
)
に
取
り
入
性
な
ど
従
来
製
品
を
上
回
る
特

性
か
ら
、
全
国
で
2
0
0件
以
一

上
の
稼
働
中
現
場
で
そ
の
威
力

を
発
揮
し
、
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
中
園
地
方
で
は
、
イ
オ
一

ンモ
1
ル
岡
山
や
米
軍
岩
国
基

地
施
設
で
採
用
さ
れ
て
い
る
↑

が
、
広
島
県
内
で
は
初
採
用
。

同
社
で
は
、
本
格
化
す
る
メ
ン
一

テ
ナ
ン
ス
時
代
に
向
け
、
橋
梁
一

な
ど
の
点
検
・
補
修
な
ど
公
共
一一

工
事
ヘ
の
市
場
拡
大
を
図
っ
て

い
く
考
え
だ
。

クイックデッキの設置状況



一
山
駅
前
の
新
ラ
ン
ド
マ

i

一
ク
で
あ
る
大
型
商
業
施
設

一
・
イ
オ
ン
モ
!
ル
岡
山
新

一
築
工
事
に
も
使
わ
れ
て
い

一る。
一
今
回
の
工
事
名
は
、

N

一E
X
C
O西
日
本
発
注
の

一
「
中
国
自
動
車
道
青
津
橋

一
補
修
工
事
」
。
施
工
は
三

テ
ム
吊
り
足
場
「
ク
イ
ッ
一
井
住
友
建
設
。
ク
イ
ッ
ク

一
ク
デ
ッ
キ
」
が
広
島
県
内
一
デ
ッ
キ
は
主
に
床
版
取
替

一
で
初
採
用
さ
れ
た
。
県
北
一
工
事
の
際
に
生
じ
る
舗
装

一
の
庄
原
市
内
に
位
置
す
る
一
コ
ン
ク
リ
切
削
時
の
破
片

一
高
速
道
路
の
橋
梁
補
修
工
一
や
切
削
水
の
受
け
皿
と
し

一
事
に
使
わ
れ
、
施
工
面
積
一
て
機
能
。
高
所
で
の
安
全

一は
1
千
平
方
M
。
一
性
と
作
業
性
の
観
点
か

一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
米
て
り
、
採
用
が
決
定
し
た
。

一
国
の
仮
設
機
材
メ
ー
カ
ー
一
現
場
周
辺
は
特
定
公
園
の

一が
2
0
0
4年
に
開
発
。
一
範
囲
内
で
橋
直
下
に
は
民

一
作
業
床
の
先
行
設
置
や
ユ
一
家
が
あ
り
、
ク
イ
ッ
ク
デ

一
ニ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
化
な
一
ッ
キ
に
シ
l
ト
を
張
れ
ば

一
ど
で
、
安
全
な
簡
易
施
工
一
無
段
差
・
無
隙
聞
と
な
り

了
解
体
・
工
期
短
縮
を
可
一
落
下
物
の
危
険
性
を
可
能

軽
仮
設
機
材
メ
ー
カ
ー
一
能
と
し
た
。
高
強
度
チ
ェ
一
な
限
り
低
減
で
き
る
こ
と

の
日
綜
産
業
(
本
社
・
東
一

l
ン
を
使
用
し
、
最
大
ピ
一
も
採
用
を
後
押
し
し
た
。

京
都
)
が
展
開
す
る
先
行
一
ッ
チ
が
5
Mと
従
来
工
法
一
日
綜
産
業
の
梶
原
泰
彦

床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
一
よ
り
幅
広
で
隼
蓄
の
移
一
広
島
支
庖
長
は
「
建
築
田

動
や
機
材
運
搬
が
容
易
と
一
は
大
型
商
業
施
設
の
天
井

な
る
。
一
度
で
ロ
・

5
M
一
改
修
工
事
や
体
育
館
改
修

×
7
・
5
Mの
ユ
ニ
ッ
ト
一
工
事
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
土

を
吊
り
上
げ
可
能
。

1
平
一
木
で
は
新
規
道
路
需
要
が

方
対
当
た
り
の
最
大
積
載
一
少
な
い
が
道
路
老
朽
佑
が

荷
重
は
3
5
0
J
M
7
0
全
一
著
し
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

国
で
納
入
・
稼
働
中
の
現
一
・
点
検
需
要
を
見
込
み
、

場
は
2
0
0件
を
超
え
、
一
こ
の
商
品
を
売
り
込
ん
で

中
園
地
区
で
は
山
口
や
岡
一
い
き
た
い
」
と
諮
っ
て
い

山
で
別
件
採
用
。

J

R
岡
一
る
。

広島県でも初採用

6月9日
2017年
(平成29年)

金曜、日

第18851号(日干IJ)

高
所
で
の
安
全
性
と
作

業
性
か
ら
採
用
決
定



2017年 (平成29年)

6月2日(金)
第19238号
Since 1936 

広
島
で
県
内
初
採
用

ヲッ村
青
津
橋
に
酬
平
方
れ

軽
仮
設
大
手
の
日
綜
産
一
区
、
小
野
大
社
長
)
は
新
一
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
、

業
(
本
社
H
璽
京
都
中
央
一
型
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
一
西
日
本
高
要
坦
路
・
中
国

日綜産業

支
社
発
注
「
中
国
自
動
車

道
(
特
定
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